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た
ま
ほ
か

①「陶芸教室」

　寸庭陶芸クラブでは、夏休みに陶芸教室を開催

します。初めての方でもお皿や茶腕を作れますの

で、お気軽にご参加ください。会場までバスの送

迎があります。

〔日時〕  ８月４日（月）　午前９時～午後３時

〔集合場所・出発時間〕

　文化会館前　午前９時出発

　奥多摩駅前　午前９時１５分出発

〔会場〕山のふるさと村

〔受講費〕５００円

〔対象〕町内在住の小・中学生と保護者の方

〔募集期限〕７月２５日（金）　先着２０名

～チャレンジおくたまからお知らせ～
②「電子工作教室」

　奥多摩アマチュア無線クラブでは、夏休みに

電子工作教室を開催します。今回は電子おみく

じ貯金箱を作ります。初めての方もお気軽にご

参加ください。

〔日時〕８月１６日（土）　午前９時～正午頃

〔場所〕文化会館　美術工芸室

〔受講費〕２，０００円

〔対象〕町内在住の小・中学生と保護者の方

〔募集期限〕８月１３日（水）　先着１０名

③「夏休み体験教室」

　奥多摩町放課後子ども教室運営委員会では、夏休みの体験教室を実施します。「東京

都庁」、「NHK放送博物館」、「東京タワー」を見学し、楽しい１日をバスで巡りますので、

ぜひご参加ください。

〔日時〕８月２６日（火）　　〔参加費〕２，５００円（食事、入館料等）

〔場所〕東京都庁、NHK放送博物館、東京タワー

〔集合場所・出発時間〕

①奥多摩駅前　午前７時出発　②文化会館前　午前７時１５分出発

　帰着予定　午後７時頃

〔募集期限〕８月１５日（金）　先着２０名

〔募集条件〕町内在住の小・中学生と保護者の方

〔申込方法〕夏休み前、各小学校、学童に配布するチラシでお知らせします。

※①、②、③の申し込み、問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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環
境
整
備
課
か
ら
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ら
せ

　　下水道に異物や雨水を流さないでください！
　下水道にはトイレ等からの汚水と水に溶けるトイレットペーパー以外の異物（オムツ、

下着、砂利等その他のゴミ）を流すことが出来ません。当町の下水道管は急峻な地形であ

るため、下水道管の中の汚水が傾斜で流れている場所ばかりではなく、マンホール内のポ

ンプにより流している場所が沢山あります。

　下水道に異物が流れると、こうしたポンプが詰まって故障し、家の排水管や道路上のマ

ンホール等から汚水が溢れる恐れがあります。下水道に異物を捨てたり、落としたりする

ことがないようにご注意ください。

　また、当町の下水道は分流式下水道であり、汚水のみを流しており、雨水を流すことは

できません。下水道管が雨水でいっぱいになると、異物が流れた際の故障と同様に、下水

が溢れて大きな事故の原因となります。雨どい等の雨水が誤って下水道に接続していない

か、外にある下水道の蓋を締め忘れていないか等、改めてご確認ください。特に、降雨時

に雨水を排出するために下水道蓋を開放する等の行為は絶対にやめてください。

　町ではポンプの定期的な点検と緊急時の対応、雨水侵入の調査等の維持管理を計画的か

つ迅速に行っていますが、安心して下水道を使っていただくためにご理解をいただきます

ようお願いします。　　※問い合わせは、環境整備課　☎８３‐２３６７
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ごごみみをを減減ららすす「「３３ＲＲ」」にに積積極極的的にに取取りり組組みみままししょょうう  

  

３Ｒ（スリーアール）とは、左の図のとおり、リデュース、リユース、リサイクルの３つの頭文字の

Ｒ（アール）の総称です。 

限りある資源を有効利用し、ものを大切にする「３Ｒ」の取り組みにご協力をお願いします。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

※問い合わせは、環境整備課  ☎８３－２３６７ 

 

ＲＲeedduuccee（（リリデデュューースス））  

物物をを大大切切にに使使いい、、ごごみみをを減減ららすす  

・必要ない物は買わない、もら

わない 

・買い物にはマイバッグを持参

する 

ＲＲeeuussee（（リリユユーースス））  

使使ええるる物物はは、、繰繰りり返返しし使使うう  

・詰め替え用の製品を選ぶ 

・いらなくなった物を譲り合う 

 

ＲＲeeccyyccllee（（リリササイイククルル））  

ごごみみをを資資源源ととししてて再再びび利利用用すするる  

・ごみを正しく分別し、資源になる

ものは資源ごみで出す 

・ごみを再生して作られた製品を利

用する 

３３ＲＲ  


